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本 章 で は 、 住 民 が 、 環 境 シ ナ リ オ を 手 が か り と し つ つ 、 地 域 の 自 然 環 境 の 将 来 像
を 描 く た め の 会 議 を 設 計 し 実 施 し た 結 果 を 報 告 す る 。 環 境 づ く り の 住 民 会 議 は 、 住
民 の 環 境 意 識 を 集 約 し つ つ 、皆 が 共 有 で き る 環 境 の 将 来 像 を 描 く 場 で あ る 。 そ し て 、
具 体 性 の あ る 将 来 像 を 描 く た め に は 、 環 境 の 専 門 家 の 関 与 も 重 要 で あ る 。 本 章 で 報
告 す る 住 民 会 議 は 、 「 朱 鞠 内 の 森 と 湖 の 将 来 を 考 え る 住 民 会 議 J と い う タ イ ト ル の も
と 実 施 し た 。 住 民 会 議 の 目 的 は 、 住 民 が 環 境 に つ い て の 理 解 を 共 有 し 、 将 来 像 を 描
い て い く 作 業 に 、 環 境 の 専 門 家 が ど の よ う に 貢 献 で き る の か を 検 討 す る こ と に あ る 。
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1  . 環 境 づ く り に お け る 住 民 参 加 の 手 法
自 然 環 境 の 将 来 を ど の よ う に デ ザ イ ン し て い く か に つ い て は 、 そ の 環 境 に 暮 ら す 住
民 と 、 環 境 の 専 門 家 と の 共 同 が 不 可 欠 で あ る 。 同 じ 具 体 的 な 環 境 を 、 専 門 家 は 専 門 用
語 ( 科 学 的 言 語 ) を 用 い て 抽 象 し 、 住 民 は 各 々 の 関 心 や 関 与 の あ り 方 に 即 し て 日 常 語
を 用 い て 抽 象 す る 。 従 来 、 住 民 と 専 門 家 の 共 同 は 、 後 者 の 専 門 用 語 ( に よ っ て 得 ら れ
る 知 識 ) を 前 者 に わ か り や す く 伝 え る 形 で 行 わ れ て い た 。 し か し 、 今 日 の 環 境 デ ザ イ
ン に お い て は 、 さ ら に 進 ん だ 形 で 住 民 と 専 門 家 が 共 同 す る こ と が 求 め ら れ て い る (cf.
藤 垣 ， 2003) 。 す な わ ち 、 住 民 と 専 門 家 が そ れ ぞ れ の や り 方 で 抽 象 し て 表 現 し て い た 環
境 像 を 、 対 話 を 通 じ て 一 つ の 具 体 的 な 環 境 像 へ と 上 向 さ せ る 作 業 が 求 め ら れ て い る 。
こ の 作 業 を 可 能 に す る 方 法 の 1 つ が 、 住 民 参 加 型 の 会 議 で あ る 。 実 際 、 近 年 、 環 境
づ く り に 関 す る 様 々 な 住 民 参 加 の 手 法 が 開 発 さ れ 実 施 さ れ て い る (Rowe and Frewer，  
2000; Horelli ，  2002; 高 橋 ， 2000a ，  2000b) 。 そ れ と と も に 、 住 民 参 加 を し 、 か に 実 質
的 な も の に す る か が 課 題 と な っ て お り 、 住 民 参 加 の 質 を 評 価 す る た め の 基 準 が 提 案 さ
れ て い る (Webler ， 1995; Rowe and Frewer ，  2000) 。 こ の 基 準 は 2 つ に 大 別 で き る 。
1 つ は 、 そ の 住 民 参 加 手 法 自 体 が 社 会 的 に 正 当 性 を も つ か ど う か の 基 準 で あ る
(acceptance の 基 準 、 Rowe and Frewer(2000)) 。 も う 1 つ は 、 そ の 住 民 参 加 手 法 が 、
参 加 者 た ち に よ る 民 主 的 な 議 論 を 保 証 し 、 妥 当 な 結 論 を 導 く こ と が で き る よ う に 設 計
さ れ て い る か ど う か の 基 準 で あ る (process の 基 準 、 Rowe and Frewer(2000)) 。
後 者 の 基 準 を 満 た す よ う な 環 境 づ く り の 住 民 会 議 を 設 計 す る 際 に は 、 相 互 に 関 連 す
る 次 の 2 つ の 条 件 が 必 要 と 考 え ら れ る 。 第 1 に 、 参 加 者 の 環 境 意 識 、 す な わ ち 、 環 境
へ の 関 心 や 将 来 へ の 期 待 を 十 分 に 掘 り 起 こ し 、 集 約 す る 仕 組 み が 備 わ っ て い る 必 要 が
あ る 。 言 い 換 え れ ば 、 参 加 者 が 予 め も っ て い る 環 境 意 識 を 単 に ま と め る の で は な く 、
既 存 の 環 境 意 識 の 変 化 や 新 た な 環 境 意 識 の 創 発 を 促 し 、 そ れ ら を 参 加 者 間 で 集 約 的 に
共 有 す る た め の 仕 組 み が 必 要 で あ る 。 第 2 に 、 環 境 の 専 門 家 が 適 切 に 関 与 す る 仕 組 み
が 備 わ っ て い る 必 要 が あ る 。 環 境 を ど の よ う に 保 全 す る に せ よ 利 用 す る に せ よ 、 今 あ
る 環 境 に 多 か れ 少 な か れ 手 が 加 え ら れ る こ と に な れ ば 、 環 境 影 響 が 生 じ る 可 能 性 が あ
る 。 環 境 の 専 門 家 は 、 住 民 参 加 者 が 描 く 将 来 像 の 実 現 に 随 伴 す る 、 環 境 へ の ( 悪 ) 影
響 を 科 学 的 に 予 測 し た り 、 複 数 の 将 来 像 の 聞 に 存 在 す る ト レ ー ド オ フ 関 係 を 指 摘 し た
り す る こ と を 通 じ て 、 参 加 者 が よ り 現 実 的 で 具 体 性 の あ る 環 境 の 将 来 像 を 描 い て い く
こ と に 貢 献 で き る 。 こ う し た 専 門 的 知 見 は 、 さ ら に 、 参 加 者 の 環 境 意 識 に も 影 響 を も
ち う る 。
こ れ ら の 2 つ の 条 件 を 組 み 込 む の に 適 し た 会 議 手 法 と し て 、 本 章 で 報 告 す る 住 民 会
議 は 、 シ ナ リ オ ・ ワ ー ク シ ョ ッ プ ( 平 川 ， 2002) を ベ ー ス に 設 計 し た 。 一 般 に 、 第 1
の 条 件 を 満 た す た め の 会 議 設 計 は 、 十 分 な 情 報 提 供 に 基 づ く 議 論 の 土 台 づ く り 、 自 由
な 議 論 に よ る 発 散 ( 創 発 ) 、 適 切 な 方 法 に よ る 収 東 、 の 3 段 階 か ら な る と さ れ る 。 シ ナ
リ オ ワ ー ク シ ョ ッ プ は 、 こ れ ら 各 段 階 に お け る マ テ リ ア ル や 作 業 が 定 型 化 さ れ て お り 、
効 率 的 な 作 業 を 展 開 で き る 。
以 下 、 わ れ わ れ が ベ ー ス と し た 住 民 会 議 手 法 で あ る シ ナ リ オ ワ ー ク シ ョ ッ プ に つ い
て 、 平 川 (2002) を 参 考 に し つ つ 、 や や 詳 し く 述 べ て お こ う 。 シ ナ リ オ ワ ー ク シ ヨ ツ
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に 選 ば れ た ヴ ィ ジ ョ ン と 行 動 プ ラ ン が 、 シ ナ リ オ ワ ー ク シ ョ ッ プ の 結 論 と し て プ レ ス
発 表 さ れ る 。






















歳、男性 10名、女性 3名)。内訳は、町役場職員 3名、農業・酪農従事者4名、漁協
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実 現 に 伴 う コ ス ト や 環 境 影 響 を 、 可 能 な 範 囲 で 、 応 答 予 測 モ デ 、 ル や 単 価 表 な ど の 根 拠
に 基 づ い て 記 述 し た 。 ま た 、 そ れ ら に 関 す る 専 門 家 へ の 質 問 を 促 す た め に 、 質 問 例 も
提 示 し た 。 そ れ ぞ れ の シ ナ リ オ の 概 要 は 次 の 通 り で あ る 。
① 観 光 ・ レ ジ ャ ー シ ナ リ オ : 朱 鞠 内 湖 は 、 年 間 70 万 人 が 訪 れ る 、 北 海 道 を 代 表 す る
観 光 地 に な っ た 。 特 に 、 釣 り 客 や キ ャ ン プ を 楽 し む 家 族 連 れ で に ぎ 、 わ っ て い る 。 町 の
財 政 も 潤 い 、 宿 泊 施 設 、 キ ャ ン プ 場 、 遊 歩 道 な ど も 整 備 さ れ た 。 反 面 、 観 光 客 の マ ナ
ー の 低 下 や ゴ ミ の 増 加 が 問 題 と な っ て い る 。
② 環 境 学 習 ・ 自 然 体 験 シ ナ リ オ : 朱 鞠 内 湖 と そ の 周 辺 の 森 は 、 環 境 学 習 や 自 然 体 験 の
場 と し て 全 国 的 に 有 名 に な っ た 。 全 国 か ら 多 く の 小 ・ 中 ・ 高 校 が 環 境 学 習 に 訪 れ る し 、
エ コ ツ ー リ ズ ム の 客 も 年 間 4 0 0 0 人 を 数 え る 。 ま た 、 町 と 北 海 道 大 学 が 連 携 し て 、 エ コ
ツ ー リ ズ ム の ボ ラ ン テ ィ ア ガ イ ド を 養 成 し て い る 。 た だ 、 し 、 ガ イ ド 養 成 費 用 や 人 件 費
と し て 、 1 戸 あ た り 月 6 0 0 円 を 負 担 し な け れ ば な ら な い 。
③ 酪 農 ・ 農 業 シ ナ リ オ : 母 子 里 地 区 で は 酪 農 業 が 拡 大 し 、 牛 乳 や 乳 製 品 は ブ ラ ン ド 力
を つ け 、 全 国 的 な 知 名 度 も 上 が っ た 。 ま た 酪 農 家 が 販 売 し て い る 堆 肥 を 使 っ た 無 農 薬
野 菜 の 栽 培 が 広 が り 、 都 会 か ら 農 業 体 験 に 訪 れ る 人 や 、 中 に は 移 住 し て く る 人 も い る 。
た だ 、 牧 草 地 拡 大 に 伴 う 森 林 伐 採 に よ る 景 観 の 悪 化 や 、 家 畜 の 増 加 に 伴 う 川 や 湖 の 汚
れ が 懸 念 さ れ て い る 。
④ 温 暖 化 対 策 シ ナ リ オ : 町 の 温 暖 化 対 策 と し て 、 朱 鞠 内 湖 周 辺 の 森 の 伐 採 と 植 林 が 計
画 的 に 実 施 さ れ て い る 。 そ れ に 伴 っ て 林 業 が 振 興 さ れ 、 温 暖 化 対 策 の 全 国 林 業 モ デ 、ル
地 区 と し て 注 目 さ れ る よ う に な り 、 木 材 の ブ ラ ン ド 力 も 高 ま っ て き た 。 た だ 、 し 、 森 林
の 管 理 費 用 の 一 部 を 町 が 負 担 す る た め 、 1 戸 あ た り 月 1 2 0 0 円 を 負 担 し な け れ ば な ら な
い 。 山 菜 採 り な ど で 森 に 入 る と き に は 許 可 証 と 入 林 料 5 0 0 円 が 必 要 に な っ た 。 ま た 、
森 林 伐 採 の 後 に は 川 や 湖 の 水 が 濁 る こ と も あ り 、 生 物 へ の 影 響 が 懸 念 さ れ て い る 。
こ れ ら の シ ナ リ オ は 、 開 発 一 保 全 と 町 外 志 向 一 町 内 志 向 の 2 つ の 軸 上 に 位 置 づ け ら れ る 。
す な わ ち 、 ① 観 光 ・ レ ジ ャ ー シ ナ リ オ ( 開 発 ・ 町 外 志 向 ) 、 ② 環 境 教 育 ・ 自 然 学 習 シ ナ
リ オ ( 保 全 ・ 町 外 志 向 ) 、 ③ 酪 農 ・ 農 業 シ ナ リ オ ( 開 発 ・ 町 内 志 向 ) 、 ④ 温 暖 化 対 策 シ
ナ リ オ ( 保 全 ・ 町 内 志 向 ) 、 で あ る 。
各 シ ナ リ オ は 、 参 加 者 に と っ て の 読 み や す さ 、 わ か り や す さ を 考 慮 し て 、 朱 鞠 内 湖 の
近 く に 暮 ら す 4 人 家 族 の ス ト ー リ ー と し て 、 適 宜 、 お じ い ち ゃ ん 、 夫 、 妻 、 子 供 の 視
点 か ら 記 述 す る ス タ イ ル を と っ た 。 ま た 、 イ メ ー ジ を 具 体 的 に 伝 え る た め に 、 イ ラ ス
ト を 挿 入 し た 。 ( 巻 末 の 資 料 4 を 参 照 )
( 4 ) 会 議 ス ケ ジ ュ ー ル
会 議 は 概 ね 次 の よ う な ス ケ ジ ュ ー ル で 、 進 行 す る こ と に し た ( 表 6- 1 ) 。 午 前 中 は 、 ①
セ ク タ ー 別 グ ル ー プ 会 議 で 、 4 つ の シ ナ リ オ そ れ ぞ れ の 良 い 点 と 悪 い 点 を 挙 げ 、 そ の
結 果 を 全 体 会 議 で 発 表 す る 。 昼 食 休 憩 を は さ ん で 午 後 は 、 ② ま ず 混 成 グ ル ー プ 会 議 で
f..，が 0 0 に な っ て い る 」 と い う 形 式 の ヴ ィ ジ ョ ン 要 素 を 可 能 な だ け 自 由 に 列 挙 し て
















12:10-12:30 全体会議② 各グループから選出された発表者が、 5分ずつ、グループ別会議①で
議論した内容を報告する。最後に、簡単なアンケートに回答してもら
つ。
12・30-13:30 昼食休憩 グループ別会議①の討論の結果である模造紙フオーム (4グループ×
4シナリオ)を会場に掲示し、参加者に見てもらう。
13:30-14:30 グループ別会議② くじ引きでグループ別会議①とは異なるグループにわかれ、グループ l













1 5:30-1 6:00 休憩 主催者は、グループ別会議③の結果を文書化して、参加者に配布する。












N 朱 鞠 内 湖 と 森 の 将 来 を 考 え る 住 民 会 議
も ら い 、 ③ 次 に 同 じ グ ル ー プ 会 議 で 、 そ れ ら を f1 0 の 将 来 像 」 に 集 約 し て も ら う 。 ④
最 後 に 各 グ ル ー プ か ら 提 出 さ れ た 将 来 像 を 対 象 に 、 参 加 者 に よ る 戦 略 的 投 票 を 行 い 、
得 票 上 位 10 項 目 の 将 来 像 を 住 民 会 議 の 結 果 と す る 。 ま た 、 専 門 家 の 貢 献 度 を 把 握 す る
た め に 、 昼 休 み と 会 議 終 了 後 に 簡 単 な ア ン ケ ー ト 調 査 を 行 う こ と に し た 。
( 5 ) 専 門 家 の 関 与
会 議 に は 自 然 科 学 の 専 門 家 4 名 を 配 置 し た 。 具 体 的 に は 、 生 物 地 球 化 学 2 名 、 森 林
水 文 学 、 森 林 工 学 各 1 名 で あ る 。 参 加 者 に は 、 各 専 門 家 が ど の よ う な 質 問 に 答 え ら れ
る か を 記 し た ペ ー パ ー を 配 布 し た ( 巻 末 の 資 料 8 ) 。 会 議 で は 、 各 グ ル ー プ 別 会 議 に お
い て 、 フ ァ シ リ テ ー タ ー が 参 加 者 に 専 門 家 へ の 質 問 を 促 す こ と に し た 。 特 に 、 午 前 中
の グ ル ー プ 別 会 議 ① に つ い て は 、 そ れ ぞ れ の シ ナ リ オ に つ い て 、 参 加 者 か ら の 質 問 に
応 じ て コ ス ト や 環 境 影 響 の 簡 単 な シ ミ ュ レ ー シ ョ ン が で き る よ う に 準 備 を し た 。 具 体
的 に は 、 次 の 通 り で あ る 。
① 観 光 ・ レ ジ ャ ー シ ナ リ オ : 観 光 客 1 人 1 日 あ た り の ゴ ミ の 量 と 1 回 あ た り の 排 世 物
量 を 設 定 し 、 観 光 客 数 お よ び マ ナ ー 違 反 を す る 観 光 客 の 割 合 を 変 化 さ せ た と き の ゴ ミ
と 排 世 物 量 を シ ミ ュ レ ー ト し た 。
② 環 境 学 習 ・ 自 然 体 験 シ ナ リ オ : 町 が エ コ ツ ア ー ガ イ ド の 養 成 費 用 や 環 境 学 習 の 人 件
費 を 負 担 す る と い う 設 定 の も と 、 エ コ ツ ア ー 客 数 や 、 環 境 学 習 を 実 施 す る 学 校 数 を 変
化 さ せ た と き の 、 各 家 庭 の 負 担 額 を シ ミ ュ レ ー ト し た 。
③ 酪 農 ・ 農 業 シ ナ リ オ : 乳 牛 を 増 や し た 場 合 の 利 益 と 費 用 を 、 農 林 水 産 統 計 農 業 経 営
統 計 調 査 の 「 平 成 18 年 度 牛 乳 生 産 費 」 に 基 づ い て シ ミ ュ レ ー ト し た 。 ま た 、 そ の 場 合
に 乳 牛 の し 尿 が も た ら す 環 境 影 響 ( 窒 素 と リ ン の 負 荷 ) を 、 牛 の 負 荷 量 原 単 位 ( 中 央
環 境 審 議 会 水 環 境 部 会 総 量 規 制 専 門 委 員 会 の fH l 年 度 負 荷 量 原 単 位 資 料 J ) と 牧 草 地
排 出 量 負 荷 ( 大 村 ， 1995) に 基 づ い て シ ミ ュ レ ー ト し た 。
④ 温 暖 化 対 策 シ ナ リ オ : ま ず 、 幌 加 内 町 民 が 1 年 間 に 排 出 す る 二 酸 化 炭 素 量 を 、 北 海
道 水 産 林 務 部 森 林 計 画 課 の 「 森 林 の も つ 二 酸 化 炭 素 吸 収 ・ 貯 蔵 機 能 に つ い て 」 に 基 づ
い て 算 出 し 、 そ の 排 出 量 を 吸 収 す る た め に 必 要 な 材 木 量 を 算 出 し た 。 材 積 量 を 2 0 0 rf 
/ha と し て 、 そ の た め に 必 要 な 森 林 面 積 を 求 め た と こ ろ 、 毎 年 1 平 方 キ ロ メ ー ト ル の
森 林 伐 採 お よ び 造 林 が 必 要 と な っ た 。 そ の 場 合 の 、 造 林 す る 樹 種 や そ の 割 合 を 変 化 さ
せ た と き の 森 林 管 理 経 費 を 、 北 海 道 林 務 局 森 林 整 備 課 の 「平 成 2 0 年 度 造 林 事 業 標 準 単
価 J に 基 づ い て シ ミ ュ レ ー ト し た 。 ま た 、 造 林 に よ る 素 材 生 産 収 入 を 、 林 野 庁 企 画 課
の 「 素 材 生 産 費 等 調 査 報 告 書 (H18 ， 19) J に 基 づ い て シ ミ ュ レ ー ト し た 。 ま た 、 全 体 会
議 ③ の 中 に 「 専 門 家 と の 語 ら い タ イ ム 」 を 設 定 し 、 専 門 家 と 参 加 者 の 対 話 を 促 し た 。
な お 原 則 的 に 、 専 門 家 の 関 与 は 、 参 加 者 か ら の 質 問 へ の 回 答 に 限 定 し 、 専 門 家 の 側 か
ら 積 極 的 に 具 体 的 将 来 像 を 提 案 す る こ と は し な い こ と に し た 。
( 6 ) 専 門 家 の 刻 果 の 評 価 方 法
参 加 者 た ち に よ る 環 境 の 将 来 像 の 策 定 に 、 専 門 家 が も た ら し た 効 果 を 評 価 す る た め
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3. 住 民 会 議 の 実 施
( 1  ) 概 要
住 民 会 議 は 、 2 0 0 8 年 7 月 13 日 に 、 幌 加 内 町 の 施 設 「 ふ れ あ い の 家 ま ど か J に お
い て 、 「 朱 鞠 内 湖 と 森 の 将 来 を 考 え る 住 民 会 議 」 と 題 し て 行 わ れ た 。 参 加 者 は 12 名 で
あ っ た ( 前 節 の ( 2 ) で 記 し た 13 名 の う ち 、 町 役 場 職 員 l 名 が 体 調 不 良 の た め 欠 席 ) 。
主 催 者 側 ス タ ッ フ は 、 メ イ ン フ ァ シ リ テ ー タ ー : 三 上 直 之 ( 北 海 道 大 学 科 学 技 術 コ ミ
ュ ニ ケ ー タ ー 養 成 ユ ニ ッ ト ) 、 フ ァ シ リ テ ー タ ー お よ び 記 録 係 : 永 田 素 彦 、 土 屋 智 寛 、
大 川 智 船 、 松 川 | 太 一 、 林 直 樹 、 前 川 英 城 、 専 門 家 : 吉 岡 崇 仁 、 吉 田 俊 也 、 柴 田 英 昭 、
勝 山 正 員 IJ が そ れ ぞ れ 務 め た ( 表 6-2) 。
会 議 は 、 午 前 中 ① は 4 グ ル ー プ 、 午 後 ② ③ は 3 グ ル ー プ と し 、 ほ ぼ 計 画 通 り 進 行 し
た 。 会 議 の 様 子 は 参 加 者 の 許 可 を 得 て 録 音 し 、 議 事 録 を 作 成 し た 。 ま た 、 会 議 の 各 段
階 に お け る 作 業 結 果 を 文 書 化 し た 。 以 下 、 こ れ ら の 資 料 に 基 づ い て 、 会 議 の 展 開 を 略
述 す る 。
(2 ) 全 体 会 議 ① : 趣 旨 説 明 と ア イ ス ブ レ ー キ ン グ
会 議 の 冒 頭 、 主 催 者 を 代 表 し て 永 田 素 彦 が 趣 旨 説 明 を 行 っ た 。 続 い て 、 メ イ ン フ ア
シ リ テ ー タ ー の 三 上 直 之 が 、 会 議 の 進 行 と ル ー ル を 、 手 書 き の 紙 を 順 次 ホ ワ イ ト ボ ー
ド に 貼 り 付 け な が ら 、 手 際 よ く 説 明 し た 。 会 議 の ル ー ル と し て 強 調 さ れ た こ と は 、 次
図 6 -1 住 民 会 議 全 体 の 様 子
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士 の 話 し 合 い や 専 門 家 と の 質 疑 を 通 し て 出 た 意 見 は 、 そ の つ ど 、 付 筆 紙 に 記 入 し 、 模
造 紙 に 付 け 加 え て い っ た ( 図 6-2) 。
他 の 3 つ の シ ナ リ オ に つ い て も 、 順 次 、 同 様 の 手 続 き で 良 い 点 と 悪 い 点 を 検 討 し て
し 、 っ た 。 1 つ の シ ナ リ オ あ た り の 所 要 時 間 は 、 お よ そ 20 分 で 、あ っ た 。
専 門 家 に 対 し て は 、 主 と し て シ ナ リ オ に 記 述 さ れ て い た コ ス ト の 根 拠 や 、 環 境 影 響
の 詳 細 に つ い て の 質 問 が 比 較 的 活 発 に な さ れ た 。 質 疑 の 具 体 例 を 以 下 に 示 す 。
【 シ ナ リ オ ① 、 グ ル ー プ 3 】
参 加 者 N さ ん ( 漁 業 ) 年 間 約 7 0 万 人 と い う 数 字 が 環 境 に 与 え る 影 響 と い う の が 、
ど れ く ら い か よ く わ か ら な い の で す け ど
専 門 家 吉 岡 : す べ て を 予 測 し て い る わ け で は な い で す が 、 7 0 万 人 が 訪 れ
て、 1 日 平 均 5 時 間 い る と 仮 定 し て 、 そ の 聞 に 出 さ れ た 排 j世
物 が 川 に 流 さ れ て 、 窒 素 ・ リ ン ・ 栄 養 塩 が ど れ だ け 増 え る か
考 え た ん で す け ど 、 雨 竜 川 の 現 状 に 比 べ て 、 あ ま り 影 響 が な
い と い う 結 果 に な り ま し た 。
参 加 者 N さ ん ( 漁 業 ) :  7 0 万 人 と い う と 、 今 、 朱 鞠 内 で 6 万 人 ぐ ら い 観 光 客 が い ま
す ね 。 で、 1 0 倍 程 度 来 て い る の で す ご い と い う イ メ ー ジ だ
っ た ん で す け ど 。
専 門 家 吉 岡 :  ( 中 略 ) 現 状 で 、 す で に 雨 竜 川 に は か な り の 窒 素 や リ ン が 入
っ て い る み た い で す 。 北 海 道 開 発 局 の 調 査 で は 、 2弘 ぐ ら い
と い う こ と で す ね 。 ( 中 略 ) 朱 鞠 内 湖 周 辺 の し 尿 を ど こ に 出
す か で 、 場 所 に 関 し て は 影 響 が 大 き く な る で し ょ う け ど 、 雨
竜 川 の 水 量 が 1 秒 あ た り 数 ト ン と 多 い の で 、 仮 に そ こ で お し
つ こ を し て も 、 1 ト ン の 水 で 、す ぐ に 薄 め ら れ て し ま う の で 、
そ ん な に 影 響 は 大 き く な い だ ろ う と 思 っ て い ま す 。
【 シ ナ リ オ ④ 、 グ ル ー プ 2 】
参 加 者 O さ ん ( 演 習 林 ) : 植 林 す る に は 、 木 を 切 ら な い と だ め だ よ ね 。 し た ら 、 湖 と か
環 境 が 破 壊 さ れ る ん で す よ ね 。
専 門 家 柴 田 : そ れ は 一 つ 考 え ら れ ま す よ ね 。 木 の 切 り 方 に も も ち ろ ん よ る
と 思 い ま す し ( 中 略 ) 湖 全 体 に 関 し て は 、 一 応 計 算 を し て い
て、 1 0 0 ヘ ク タ ー ル 切 る と 湖 全 体 に ど う 影 響 す る か っ て い う
と 、 全 体 の 面 積 に 対 し て は 非 常 に 小 さ な 割 合 な の で 、 お そ ら
く 1 0 0 ヘ ク タ ー ル を 毎 年 切 っ て も 、 湖 に 直 接 影 響 す る こ と
は な い だ ろ う 、 と い う の が 今 の 調 査 か ら 出 て き た 結 果 な ん で
す け ど 。 た だ 、 切 っ た 森 林 の す ぐ 下 の 川 の 水 質 だ と か は 、 切
り 方 と か 規 模 に よ っ て は 影 響 が あ る か も し れ な い で す 。
参 加 者 O さ ん ( 演 習 林 ) : そ れ を 避 け る に は 、 前 も っ て 調 査 を し て か ら 伐 採 に 入 ら ん と
い け な い っ て こ と で す よ ね
参 加 者 S さ ん ( 演 習 林 ) : コ ス ト が か か る








を通した合計数)は、次の通りである。グループ 1 (農業 ・酪農グループ)では、良
い点 24項目(うち創発 12項目)、悪い点 25項目(意Ij発 9項目)、グループ2 (研究林
グループ)では、良い点 25項目(創発 1項目)、悪い点 25項目(創発 13項目)、グル
ープ3 (漁協 ・町役場グループ)では、良い点 26項目(創発 4項目)、悪い点 33項目
(創発 16項目)、グループ。4 (女性ク、ループ)では、良い点 37項目(創発 8項目)、
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表 6・3 各 グ ル ー プ の シ ナ リ オ 検 討 結 果
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- 痔 # の る つ 多 jjfl タ公 1ifl9lA管 諾 が 75
必 月 c!: t  ¥わ れ る が 秘 結 @ ( f fの ア ク シ ョ
二/ .lJ i19t ¥  
.  gLLと淑のf~ fF
- 伐 採 / ご d: ゲ @ . I l?j の J芳 成 @ ( ;安 水 力 、
O 三 笠 物 多 様 佐 の 解 盆 が 共 b f t .lJ
- 森 が 整 然 と し て し ま う 点


















































































ス 外Eでι、ずか 1.-~ ¥ 
-林業就労者の増加をはかる方法が林
業研修だけで、 1/Xλの煤d震対策」づif1fグ




グ ル ー プ 3
① 観 光 ・ レ ジ
ャ ー シ ナ リ オ
② 環 境 学 習 ・
自 然 体 験 シ ナ
リ オ
③ 酪 農 ・ 農 業
シ ナ リ オ
N 朱 鞠 内 湖 と 森 の 将 来 を 考 え る 住 民 会 議
良 い 点
・ 観 光 客 が 増 え 町 の 財 政 が 潤 っ て い る
こ と 。 雇 用 者 も 増 え 町 の 人 口 が 増 え て
い る こ と
- 朱 鞠 内 湖 の 入 込 者 が 増 加 し 施 設 が 充
実 し て い る 。 7 0 万 人 蔚 宥 ///e か の
影 響 Iett;.' ~ 1  
- 秘 境 ツ ア ー 、 釣 り 選 手 権 、 ソ フ ト 事
業 が 充 実
・ 収 入 の 増 加
- 観 光 レ ジ ャ ー 関 係 者
. 町 の 収 入 源
・ 観 光 客 ど う お 金 を 落 と し て 口 口
パ ス で 通 過 だ け で は ×
- 町 口 口 、 口 口 口 収 入 増
・ 2苦 境 へ の 影 響 あ ;j;f)ti.、 い と い ヨ デ ー
タ
現 在 1 人 口 口 漁 協 1 0 倍
- イ 卜 ウ が 貴 重 な 遺 産 と し て 世 界 に み
と め ら れ る こ と
- 全 国 か ら 小 中 学 生 が 環 境 学 習 が 行 わ
れ る 。 有 効 活 用
- : r . コ ツ ア # 5 . 全 身 る よ e l; t $ ま れ
ている、~ 1 → 少 L J;t1!X-lJ ζ t 孝 之 て る
・ 4 0 0 0 λ 一 井 容 範 !lfJff[の 釣 グ ノ J. e
舟じ←~の。t ヨt;.D符舟府援
- 1 か 月 一 戸 6 0 0 円 の 負 担 妥 当
.環境が保全される可岩佐高~ 1  
- 町 に 活 気 が あ る こ と 。 人 口 が 増 え る
こ と
・ 母 子 里 牛 乳 の ブ ラ ン ド 化 、 有 機 栽 培
農 業 が 進 む
. 酪 農 と 堆 肥 畑 作 な ど 結 び つ く と い い
. 酪 農 ∞ 畑 な ど の 統 合
- 有 機 農 業 、 ブ ラ ン ド の 確 立
. 人 口 増 え る
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a ζ ζ 』 を で # 葉 {f!JH 曹三台 U 吾 ζ e iJ{ で
~Jlgか?
- 林 業 の み で 、 生 計 が 立 て て い け る か
悪 い 点
・ 放 流 で 魚 は 増 え て ほ し く な い
- 資 源 が 枯 渇 す る 影 響 が あ る こ と 。 環
境 の 悪 化 が 心 配 な こ と 。 景 観 に そ ぐ わ
な い 。 観 光 地 な っ て そ う 。
- 入 込 者 増 に よ る ゴ ミ が 増 え る
- 施 設 が 充 実 し た 分 、 /)3J e 森 の 沼 多 摩 が
itftz -lJ 。 資 源 枯 渇 。
- キ ャ ン プ 場 2 倍 程 度 口 口 ま で い い
- 7 0 万 人 も 来 て 大 丈 夫 か ? 水 質 汚 染 、
ゴ ミ 、 騒 音
- rJ サ h ず (f 求 め て J た ぐ J ゐ の パ zうf
e  ft Jlg g~者~ 1  t;.'ぐ t;.'-lJ
- " 軍 政 - J : f)/有 意 / / / / . ご デ シ ン 、 ヅ ン λ
つ で ぐ そ : 5 0 0 0 - - - と い い つ つ 、 / [ ， 1
lfe t;.'/F，守 口 口 が 痕 ぐ t;.'-lJ 、 森 の 推
舟 ・ 管 理 犬 変
- イ ト ウ 釣 り が で き な く な っ て る か も
し れ な い こ と 。 地 元 の 人 が 負 担 す る の
は こ ま る 。
-1.膏穿 (f ヂ グ 手 法 治 学 g が で ま ず 、 8
燃がW接抗て~ 1 ぐ 耳 7藤 信 あ る 。 バ ラ ン ス 0
・釣禁止にならないか。イ 外クの身~ 10  
- イ ト ウ が 遺 産 で は 釣 り が で き な く な
る
- イ ト ウ 一 つ れ な く な る ? 3f!A， の 煤 護
完 全 潟 産 動 f) 禁 止 L かt;.'~ 10  
- ボ ラ ン テ ィ ア 町 民 か ら 出 せ る か 。
退 職 年 齢 の 人 、 働 い て い る 人 多 い
・環葬ゑ「保全で~Jlg及、
- 遺 産 、 イ ト ウ 釣 り 禁 止 に な る 可 能 性
・ 6 0 0 円 高 い 、 A f a'J要 業 0 0押 舟 0 0
・ 湖 が 、 に ご る 。 河 川 環 境 の 悪 化 。 魚
の 減 少 。 漁 協 と 農 業 + 酪 農 の 溝 が 広 が
る 。
- 牛 乳 の 生 産 に よ り 与 え る 環 境 汚 せ ん
( 排 せ っ 分 ) う ま く 循 環 農 業 で き る か 0
. 水 問 題
- :r. ijfa'j， 若
- 農 業 五 f ;g!it グ 立 つ の か 。 轍 λ 。 4ぎ に
( ?  J 賞 選 不 E で 対 立 ?
， 投 手 書 劫 府 若 者肥λ S ti.、~ I J: ヨJ/ の
護 東 x や f) 方、 多 ゃ ん e L-t;.D~ 1  e  



























・冬のやっかい るのの雪の多 ~ fi霊峰










. L-IJぞ 2憲政の2(f ~笑マヅ RSMf.H→ 
f000度 成三合併/ご影響t;.'L-
-入林料 1回500円高い ダメ



















-冬の1fl7e若、 るつtがノ0/;[.lJベ"f!" 0 
f還をと言、雪の多~F
-観光客のマナー低下






















③ 酪 農 ・ 農 業
シ ナ リ オ
④ 温 暖 化 対 策
シ ナ リ オ
N 朱 鞠 内 湖 と 森 の 将 来 を 考 え る 住 民 会 議
- 養 成 講 座 が い い
・ 現 代 の 子 供 に (特 に 都 会 の ) 自 然 体
験 を や ら せ る の は 良 い 。 普 段 で き な い
こ と を で き る
- エ コ ツ ー リ ズ ム の お 客 さ ん が 全 国 か
ら や っ て く る
- 全 国 か ら 人 が き て 交 流 が ふ え る
・ ボ ラ ン テ ィ ア ガ イ ド (老 人 ) の 生 き
が い が で き る
- 地 元 の 小 学 生 が 必 ず 朱 鞠 内 湖 で 環 境
学 習 を す る こ と
- 子 ど も が よ ろ こ ぶ
・ 寒 'I!fA (6 0 り 若 ifiJiJj /.ご d:/L，/:: 野 菜
併 グ ・ ア ピ ー ル
・ tglflf.g{少品、~ 1  
- 移 住 者 が 増 え る fの (j:~ 1  ~ I l.J i: 若
夫婦にEjWぎびi，~ リ
- お い し い も の が た べ ら れ る 安 全 な
や さ い も
- 堆 肥 の 有 効 活 用
・ 農 業 体 験 に 訪 れ る 人 が い る こ と
. 有 機 栽 培 農 家 が 増 え る
- 寒 冷 地 品 種 の 研 究 に よ り 農 業 が さ か
ん に な る
- 景 観 と し て は よ く な る か も ?
- 町 の 産 業 が で き る 事 で 働 き 口 、 人 口
の 増 加 は 良 い ?
. 林 業 研 修 と 人 材 育 成
. 若 い 人 材 が 育 つ
・雄政Lごやとt i， ~f? ( で る 21} の や t) 方
が あ 吾 ん じ ゃ J
・ ペ レ ッ ト ス ト ー プ の 利 用
- ぺ レ ツ ト ス ト ー ブ は い い か も
- 特 産 品 が 増 え る の は い い か も ?
12 3  
'i!dA害 、 農 業 苦 主 E 業 / ご す そ 5 の (j: J嘗 L
い の で (j: ;j.' ~功、 E~尉NN;在委FErf!Æ府内
の 穿 段 か ら j
- 冬 寒 い の で 大 変
. 悪 臭 に よ る 苦 情
・ 冬 の 遭 併 話 舎 の 被 害 の fa'JH
- 府 /智/ご I it!J5:好 t) ひ ら か ず 、 調 ' j g;づf
大 事
- 耕 併 投 棄 劫 zうf者 ; { て い る の / ご 凄 幼 若
者 や す 必 要 佐 (j: ; j . ' い の で (j:
- 花 の 栽 培 は ム リ ?
- 定 年 後 の 老 夫 婦 の 移 住 者 が 来 る こ と
. 2 倍 の 山 林 を 牧 草 地 に す る 山 林 の
伐 採
- 山 林 を 切 り 開 く の は や め て ほ し い
- 北 海 道 の ど こ に で も あ る 。 つ ま ら な
い 場 所 に な る 。
- 湖 が に ご る
・ 毎 月 1 2 0 0 円 は ム リ 年 寄 り は 大 変
. 森 林 伐 採 後 の 湖 が 濁 る こ と
- 山 菜 採 り に 5 0 0 円 …
- 地 元 民 が 入 林 料 を 負 担 す る の は よ く
な い
DLg!tFたかった δ企んでTごð~l
- 入 林 料 は い や だ が 許 可 証 は い い か も
. 林 業 を 産 業 と し て い け な い の で は ?
・ 諸 # の 艦 # 択 ri つ に し て 下 さ い 0
. 温 暖 化 対 策 と し て の 林 業 の あ り 方
毎 年 1 0 0 町 歩 ず つ の 伐 採





















図 6-4 グ、/レー プ別会議②の様子
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表 6-4 各 グ 、 ル ー プ で 、 列 挙 さ れ た ヴ 、 ィ ジ ョ ン 要 素 リ ス ト
グ ル ー プ 1
，企bが貯の事若るつ én~lご~、って~ I そ 50
・ 企 E の ポ ッ 外 ワ ー ク f町 で 設 立 ・ 管 'fA)
[  ※  …  … … … … ナ 刊 川 リ け オ 叩 一 一 一 の 吟 崎 会 錦 議
及 さ れ ず 、 会 議 ② で 新 た に 登 場 し た ヴ ィ ジ ョ ン 要 素
※ 2  ( 内 は 、 「 表 記 内 容 が 登 場 す る シ ナ リ オ 名 シ ナ リ
オ 冊 子 の ペ ー ジ シ ナ リ オ で の 表 記 」 を 示 し て い る
- 朱 鞠 内 の 知 名 度 が 上 が っ て い れ ば い い 。 ( 観 光 シ ナ リ オ : p.2 : 年 間 約 7 0 万 人 が 訪 れ る )
. 森 ; 6 1 ' 草 及 、 で 多 様 / ご 戻 δ ヨ ι': 1..-でいる 。
- 人 口 が 今 の 倍 に な っ て い る ( 酪 農 ・ 農 業 シ ナ リ オ : p.6 、 7 : 移 住 者 が ぽ つ ぽ つ と 現 れ る よ う
に な っ た )
- 冬 の 観 光 に 力 を 入 れ て 町 が に ぎ わ っ て い れ ば い い ( グ ル ー プ ④ : 観 光 シ ナ リ オ : 悪 い 点 )
- 住 民 が そ り で 行 き 来 し て い る 。 そ り の 街 朱 鞠 内 。 ( グ ル ー プ ① : 環 境 学 習 シ ナ リ オ : 悪 い 点 )
.  7  m以止のイ外クぷfたぐ苫ル~ l.~ o イ 外ク釣 tF のノiーノルがi っか tFN..J ている。
- 島 ツ ア ー
•  N"4ずの局D@iaM;S ì冬親濁t連行で~Q o  
.  /8.潔 者 続 / ご D M V ;6 濯 っ て い て 、 成 原 '@Ift:Yt が で ぎ る 。
- 町 の 産 業 で も あ る 農 業 ( 後 継 者 、 新 規 就 農 者 ) を 活 発 に し て い き た い 。 ( 酪 農 ・ 農 業 シ ナ リ オ :
p.7 : 酪 農 や 農 業 が 拡 大 )
・ t/IJl!JO0 J  ; 6 " 存 ぎ で る 働 ぐ t ζ -3 ;6 i"/J.'  ~ f→fWt方~、ぐ移住..e  !:"fプ(;1L;;.Dら~、いでいでL~1.-~ I  
.成ìÆfご t ってる更Lご企みやすぐL;;.Dっていてf~1.-~ I  
・ 4?のままのÉl?Al.タ渚痔~ft ていてf~1.-~ I  
J働~口;SNDg，雪之て若蓄がるラ少 i者乏で~ Iftl;! 
- 幌 加 内 町 の 魅 力 に 気 づ い た 人 が 増 え れ ば ( 定 住 ) ( 酪 農 ・ 農 業 シ ナ リ オ : p .7  : 中 に は 農 業 や 厳
し い 寒 さ に あ こ が れ を 抱 く 若 者 や 、 定 年 後 の 老 夫 婦 が い る )
.  Éllr汚のÊl~ðW 子 ζ 4W、ポフ4W、~ l f A . 度 で る ヨ 少 1. -1ft:Yt1. - や す ぐ / ; ; . ' Q  e  ~ I  ~ I か る
-"'札 口 か 明 言 t);;g 2".で 合 併 J れ て い / ; ; . ' げ れ ば い い
- 朱 鞠 内 湖 が ワ カ サ ギ 釣 り の 聖 地 に な っ て い れ ば い い ( 観 光 シ ナ リ オ : p.2  : 冬 は ワ カ サ ギ 釣 り )
・ 若 い 人 が 、 い ま よ り も た く さ ん 住 ん で い る ( 酪 農 ・ 農 業 シ ナ リ オ : p.6 、 p.7 : 移 住 者 が 増 え た 、
強 い 憧 れ を 抱 く 若 者 )
- 釣 り 人 が 世 界 中 か ら 来 る ( 観 光 シ ナ リ オ : p.2 : イ ト ウ や サ ク ラ マ ス 、 ヤ マ メ 釣 り も 人 気 が あ
る )
.  / /;61': E l ? $ の 段 差 " ! f I . ご 買 っ て い る
. 資 源 d : 4首謀1..- /;.' ~ 1 ft.北
- 離 農 跡 地 に 森 林 造 成 し て い る ( ナ シ ョ ナ ル ト ラ ス ト ) 知 床 、 ら う す み た い に 。 ( 環 境 税 に よ る
増 収 ) (温 暖 化 シ ナ リ オ : p.8: 温 暖 化 対 策 の た め に 、 こ の 町 で は 各 家 庭 が 月 に 1 2 0 0 を 円 払 う )
.母子bの街中Lご子保k 右の声が~ζ;{ る
- 笹 や ぶ が へ っ て 、 山 菜 ・ キ ノ コ が ふ え て い る ( グ ル ー プ ③ : 温 暖 化 シ ナ リ オ : 良 い 点 )
. 企 A l.う 1':utd:é ってkべで~ I  Q  
- 住 民 が 山 菜 を よ く 利 用 管 理 し て い る ( グ ル ー プ ③ : 温 暖 化 シ ナ リ オ : 良 い 点 )
- 住 民 が 湖 の 魚 を つ っ て お か ず に し て い る 。 ( 観 光 シ ナ リ オ : p.2 : 今 夜 の お か ず を 求 め 川 へ )






・解t井停で~-lJ g，苦境重縛lj lD~出来てt， -lJ 


















.届Cみ新のポフ及、石井 Lノイノルコースが牛ャ二/プ場から運賃本で来てt， -lJ 

















J蒸;jlD;]lみあっている tζδのfaDjRL~ f.WNtn で、 i@gffT，立空閣のある痔Lご主主ってt I.{) 
・一つの場所で茶!!êJ序でで宴!j~ ですそR事ができ否。 働ぐ場所がN雪之 Jlg o
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•  !.t業~i，維舟 i てい ぐために厨fj{jffl.うì~之 λ口局、W草加 i て~ l .{; 
.森苦言fgÆず若手月賓の妻成方Dff;j世来て~ l.{; 
- 伐 採 、 植 栽 な ど に よ る 林 業 が 盛 ん に な っ て い る ( 温 暖 化 シ ナ リ オ : p .8  : 伐 採 と 植 林 に は )
.  ;ft/Iiぎ や t/Jl};oPYの j g * !;f の 療 J'd.' ; g ift E学g舟g 若設げた~ 1  
J森~守.{;t=めの#葉éLì.tfg~沼れ漕業λ夕、バランス g; ぐ マ ッチ i でいる
・ 米 動 内 湖 Zうi 5J;i.{;場所;jì"~l~ l (Jl，所 J
- ま ど か を 中 心 に 働 き 手 が 増 え て い る (環 境 学 習 シ ナ リ オ )
・ 妻 焦 が 2 局 、ん /ご 手、 t人 ~ 1 つ で る EI El /.ご 釣 ij ;ji楽 L め る
- 農 業 、 酪 農 者 が 増 え 、 人 口 が 増 え て い る ( 酪 農 ・ 農 業 シ ナ リ オ : p .6  : 酪 農 は も っ と も 勢 い が
あ る 、 移 住 者 が 増 え た )
・母子b、 米車輸丹のd書家が4 ~ R野ずつあ.{;
- 食 育 プ ロ グ ラ ム に 基 づ い た 農 業 体 験 を 行 っ て い る (酪 農 ・ 農 業 シ ナ リ オ )
- 朱 鞠 内 に 限 ら ず 、 地 域 の ボ ラ ン テ ィ ア に 係 わ る 人 材 の 養 成 ( 体 験 学 習 の 世 話 、 過 去 の 語 り べ
な ど ) (環 境 学 習 シ ナ リ オ : p .4 : ボ ラ ン テ ィ ア ガ イ ド )
・ R徒動丹波万Lプ でgDd.D ぐ tLggl};l舟貯の府若LごM iJ での盆b委譲;j yffP.ルLご庁ポフグZ で ~ l.{; 
・ ボ ラ ン テ ィ ア ガ イ ド が 増 え て い る (環 境 学 習 シ ナ リ オ : p .4 : ボ ラ ン テ ィ ア ガ イ ド )
グ ル ー プ 3
0 文 化 、 く ら し
・ 幌 加 内 町 が た く さ ん の 人 が 移 住 し た い 町 に な っ て い る (酪 農 ・ 農 業 シ ナ リ オ : p.7  : 中 に は 農
業 や 厳 し い 寒 さ に あ こ が れ を 抱 く 若 者 や 、 定 年 後 の 老 夫 婦 が い る )
J企ι、Áが夢éAfi!é~ij i杢持て官R NllTL.ご~、つで~ l.{; 
' ず ベ で の パ が 茅 if" /.ご 喜 6 if" .{; llT L.ご~、 っ て~ l.{; 
- 働 く 場 が あ る (環 境 学 習 シ ナ リ オ )
- ま い 世 代 や 子 併 局 、 二 5、 之 て い る
- 薪 、 ペ レ ッ ト ス ト ー プ の 普 及 率 が 8 0 % を 超 え 、 石 油 に 過 度 に 頼 ら な い 暮 ら し が 実 現 し て い る
(温 暖 化 シ ナ リ オ : p .8  : ペ レ ッ ト ス ト ー ブ を 愛 用 )
.;tのt古芸評持Lご、話てられ.{;とどßfgWhg;f~、とD~fllTÆL.ご支指すモRtt.溜みがでぎて~ l.{; 
・ 冬 の 除 雪 、 屋 根 の 雪 お ろ し 、 不 便 な 買 い 物 の 問 題 を 解 決 、 お 年 寄 り に も 住 み や す い 町 に な っ
て い る ( グ ル ー プ ④ : 環 境 学 習 シ ナ リ オ : 良 い 点 )
・互会是 t (，お 1F穿 の 喜 ら L- td、ftIJ/プ ノ 在 ← 働 ぐ 場 / ご る
-λ e L- で 、 最 低 sDの ご 主 ; ' 3; j i " 守 ら れ そ 5 → 冬 、 ! E;'3賞、 l/J!.λ
. ポ の 章 受 Tガ 解 で $.か { 若 っ て い 吾
'X ，虜 岩 エ ポ ル ギ - ;ji"J; ij 高 度 に 有 用 苫 れ て い る
- 森 や 湖 に つ い て 学 ぶ 場 が あ る ( 環 境 学 習 シ ナ リ オ )
・ 子 供 が 自 然 の 中 で 遊 び 学 習 で き る (環 境 学 習 シ ナ リ オ )
.1f'A 交 冴 が す す み 、 ノ礼 の 婦 が る つ t 広 が る
. 森 tι ノ話淑 F主、 Ell，然 汚 の 研 5究 T毛s手 e t-.企主 E の 交 2波古 λがう〆 fZ針ずらグ点九Z丸、 t企吉 A l.β う
介川 ) L.にご gDd.Dグft~るRiレLベ、ソノルLμ/に ご 若 ι  て Lρ 1宅6
5  
- 幌 加 内 町 が 町 と し て や っ て い け る ( シ ナ リ オ 全 般 )
O 産 業
， 世 界 の 2曾 科 JOf平 ' A L-!/I葉 か { 重 要 品 、 産 業 / ご 穿 度 す . { ;
- 物 冴 シ ス テ ム が 高 度 に 芳 度 L- C 0 2排 出 z夕 、手 厳 L- て い る




-Cウル類以邦の vノ E!gl工rWfg f.うf滞岩三宮点、 λ東LごL;;.Dって~ I-l; 






















・ P徒動月Ligjc厚辺の森が今以ーとLご重かLニタって~ 1 -l;
-森林の管理方法が形になっている (温暖化シナリオ:p.8 :温暖化対策のために各家庭が・
その一部を町が負担)
・フットパス 幌加内散策の道 10選(観光シナリオ:p.2 :遊歩道が整備され)
-適切な森林保護政策がとられている(温暖化シナリオ:p.8:温暖化対策のために各家庭が・-
その一部を町が負担)
・ 8燃がdずのま反主主ë!;fi て~ 1 -l;
・ BNl初 2R 年頃の森#霊長著fjj]fff iJ て~ 1 -l;
-r巨木の森を歩くツアー」にたくさん人が集まるようになっている(環境学習シナリオ)
'車穿煤若や党涯教に在ってい否。来て/;fL-~ N人来吾べぎパかぎた~ IjiJj f二。
'Z美義者丹波/ご莱モ5パf士右.!.Ji:fj ら Z苦境~守 tFた~ 1 ιfN;{ -l;場所/ご在っている
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会 議 ③ で は 、 1 時 間 で 、 会 議 ② で 列 挙 さ れ た ヴ ィ ジ ョ ン 要 素 を 、 10 の 将 来 像 に 集 約
す る 作 業 を 行 っ た 。 集 約 の 仕 方 は 、 各 グ ル ー プ に ま か せ た 。 議 論 を ま と め て 集 約 結 果
を 記 述 す る 役 割 は 、 書 記 役 の 参 加 者 が に な っ た 。 表 6-5 は 、 各 グ ル ー プ が 集 約 し た 10
の 将 来 像 で あ る 。 ま た 、 会 議 ③ の 聞 に 、 「 専 門 家 と の 語 ら い タ イ ム 」 を 設 け て 、 専 門 家
へ の 質 問 や 専 門 家 と の 対 話 を 促 し た 。 専 門 家 の 語 ら い タ イ ム で は 、 4 人 の 専 門 家 が ロ
ー テ ー シ ョ ン を 組 ん で 、 3 つ の グ ル ー プ を )1 慣 に ま わ り 、 参 加 者 か ら の 質 問 に 答 え た 。
以 下 に 具 体 的 な 質 疑 の 例 を 示 す 。 全 体 的 に 、 そ れ ほ ど 活 発 な 質 疑 と は な ら な か っ た 。
[ グ ル ー プ 1 1  
参 加 者 S さ ん ( 演 習 林 ) : 多 様 性 の あ る 森 っ て い う の は 、 ど の 辺 の こ と を い う の か 、 ど
ん な イ メ ー ジ で 見 た ら よ い か 、 あ り ま す か ね 。
専 門 家 吉 田 :  (中 略 ) よ く 言 わ れ る の は ( 中 略 ) そ の 地 域 の も と も と の 植
生 が ど う だ っ た か と い う こ と も 関 わ る ん で す け ど も 、 た く さ
ん の 種 類 の 木 が あ っ て 、 た く さ ん の サ イ ズ の 木 が あ る と い う
こ と が 、 一 つ 多 様 性 の 条 件 な ん で す ね ( 中 略 )
参 加 者 S さ ん ( 演 習 林 ) : 逆 に 、 人 工 林 を 、 そ う い っ た 多 様 性 の あ る よ う に す る に は ど
う し た ら い い ?
専 門 家 吉 田 : そ う い う 方 法 も い ろ い ろ 考 え ら れ て る 。 人 工 林 を 作 る に も 、
従 来 だ と 皆 伐 し て 作 る の が 多 か っ た ん だ け ど 、 あ る 程 度 木 を
残 し て 植 栽 し て い く と い う こ と が あ る ( 中 略 )
参 加 者 M さ ん ( 農 業 ) こ の 辺 に 生 え る 木 だ と 、 人 聞 が 利 用 す る に は 、 ど う い っ た
木 が 多 い ん で し ょ う か 。
会 議 ③ で 集 約 の 作 業 を 終 え た グ ル ー プ か ら 、 順 次 、 休 憩 に は い っ た 。 休 憩 時 間 中 、
主 催 者 側 で 会 議 ③ の 結 果 を ワ ー プ ロ で 清 書 し 、 印 刷 し て 参 加 者 に 配 布 し た 。
1 2 9  
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1 -8 1 m以上のイトウがたくさんいて、イ卜ウ釣りのルールをしっかりしていて、世界
中からアングラーが来るようになっている。
1-9 朱鞠内湖の島ツアー。資源を破壊しない観光づくり。
1 -10 湖の周囲道路が冬期間も通行できる。旧深名線に DMVを走らせ、湖周辺の観光をで
きるようにする。
グループ2
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グ ル ー プ 3
3 - 1  官 民 交 流 が 進 み 、 日 本 を 代 表 す る 環 境 体 験 学 習 や 自 然 観 察 が で き る 場 所 に な り 、 子
供 か ら 大 人 ま で 専 門 知 識 に い つ で も 触 れ ら れ る 。 ま ど か の ネ イ チ ャ ー セ ン タ ー の 機
能 充 実
3 - 2  豊 富 な 森 林 資 源 を 生 か し 、 ペ レ ッ ト や 木 材 な ど を 町 民 が 入 手 し や す く な っ て い る
3 - 3  湖 と 川 が 世 界 的 な 釣 り 場 に な っ て い る
3 - 4  町 の 細 長 さ や 旧 深 名 線 跡 を 生 か し て 、 自 然 観 察 フ ッ ト パ ス な ど が で き て い る
3 - 5  朱 鞠 内 湖 と 周 辺 の 森 が 今 以 上 に 豊 か に な っ て 、 森 林 保 護 の 先 進 地 、 森 林 蓄 積 の 回 復
を し 、 巨 木 の 森 ツ ア ー な ど が で き る よ う に な っ て い る 。
3 - 6  幌 加 内 町 が 地 球 環 境 学 研 究 の フ ィ ー ル ド と し て 有 名 に な っ て い る
3 - 7  世 界 の 食 糧 不 足 に 陥 札 幌 加 内 町 の 農 業 生 産 基 盤 が 見 直 さ れ て 、 そ ば か ら 麦 や 大 豆
の 耕 作 も 増 え 、 水 田 も 多 く 耕 作 さ れ 、 飼 料 の 需 要 が 高 ま る
3 - 8  住 民 の 環 境 意 識 が 高 く な り 、 山 菜 の 保 護 が 進 み 、 多 く の 山 菜 が 回 復 し 、 加 え て ブ ル
ー ペ リ ー も 栽 培 し 、 自 然 を 楽 し む 町 外 の 取 り 込 み に 成 功 し グ リ ー ン ツ ー リ ズ ム も 発
展 し て い る
3 - 9  地 域 住 民 の 働 く 場 が で き 、 若 い 世 代 や 子 供 が 増 え た く さ ん の 人 が 移 住 し た い 町 に な
っ て い る
3 - 1 0  幌 加 内 の 山 々 が 日 本 有 数 の 山 岳 ス キ ー の 場 に な っ て い る 。 無 人 山 小 屋 建 設
図 6-5 専 門 家 と の 語 ら い タ イ ム の 様 子
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表 6-6 投 票 結 果 朱 鞠 内 湖 と 森 の 1 0 の 将 来 像
順 位 将 来 像
票 数
1 - 7 住 民 が そ り で 町 を 行 き 来 す る 町 。 強 い 特 色 を 出 し た い 。
5  
1 - 5 地 域 住 民 の 働 く 場 が で き 、 若 い 世 代 や 子 供 が 増 え た く さ ん の 人 が 移 住 し た
2  
い 町 に な り 、 人 口 が 今 の 倍 に な っ て い る 。
4  
1 - 8 湖 と 川 が 世 界 的 な 釣 り 場 に な っ て い る 。 1 m以 上 の イ ト ウ が た く さ ん い て 、 イ ト
2  ウ 釣 り の ル ー ル が し っ か り し て い て 、 世 界 中 か ら ア ン ク 、 ラ ー が 来 る よ う に な っ て い る 。 4  
3 - 1  官 民 交 流 が 進 み 、 日 本 を 代 表 す る 環 境 体 験 学 習 や 自 然 観 察 が で き る 場
4  
所 に な り 、 子 供 か ら 大 人 ま で 専 門 知 識 に い つ で も 触 れ ら れ る 。 ま ど か の ネ イ チ ャ ー
3  
セ ン タ ー の 機 能 充 実 。
2 - 1  朱鞠内湖畔にレンジャーステーションが整備され、 4~R人のスタッフが常
4  
駐 し 、 朱 鞠 内 を 周 遊 す る 時 の 案 内 な ど を 行 っ て い る 。
3  
2 - 3 朱 鞠 内 湖 の 周 辺 の 森 に 、 子 供 達 が 自 分 で 木 を 切 り 、 火 を 扱 う 環 境 教 育 が
4  
で き る 施 設 が 整 備 さ れ て い る 。
3  
1 - 1  住 民 が 町 の こ と を も っ と 好 き に な り 、 朱 鞠 内 湖 だ け で な く 幌 加 内 町 の 開 発 に
4  
関 し て の 住 民 会 議 が 盛 ん に 行 わ れ 、 住 民 意 識 が 向 上 し て き て い る 。 3  
2 - 4 幌 加 内 に 樹 生 し て い る 木 に よ り 、 朱 鞠 内 湖 畔 の 森 に 見 本 林 の よ う な エ リ ア
8  
が 整 備 さ れ 、 自 然 学 習 が 出 来 る 環 境 が 整 備 さ れ て い る ( 既 存 の も の を 活 か し な が
2  
ら )
2 - 2 朱 鞠 内 湖 周 遊 ル ー ト が 整 備 さ れ て い る 。 森 を 守 り な が ら 整 備 す る 手 法 と し て
2  
8  
択 伐 に よ り 実 施 さ れ て い る 。 朱 鞠 内 湖 の 漁 業 と の バ ラ ン ス を 図 る た め 流 入 し て い る
河 川 環 境 に も 配 慮 さ れ て い る 。
3 - 8 住 民 の 環 境 意 識 が 高 く な り 、 山 菜 の 保 護 が 進 み 、 多 く の 山 菜 が 回 復 し 、 加
8  
え て ブ ル ー ペ リ ー も 栽 培 し 、 自 然 を 楽 し む 町 外 の 取 り 込 み に 成 功 し グ リ ー ン ツ ー リ ズ
2  
ム も 発 展 し て い る 。
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4 . ア ン ケ ー 卜 結 果
( 1  ) 事 前 ア ン ケ ー 卜
会 議 に 先 立 つ て 参 加 者 に 「 参 加 の て び き 」 と 「 シ ナ リ オ J を 送 付 す る 際 、 「 事 前 ア ン
ケ ー ト J を 同 封 し 、 回 答 を 依 頼 し た 。 事 前 ア ン ケ ー ト の 目 的 は 、 4 つ の シ ナ リ オ に 事
前 に 目 を 通 し 、 そ れ ぞ れ に つ い て 良 い 点 と 悪 い 点 を 考 え て お い て も ら う こ と で 、 あ っ た 。
質 問 項 目 は 、 各 シ ナ リ オ の わ か り や す さ 、 各 シ ナ リ オ へ の 評 価 な ど を た ず ね る も の で
あ っ た 。 ま た 、 各 シ ナ リ オ の 良 い 点 と 悪 い 点 、 わ か り に く い と 思 っ た 点 を 、 自 由 に 列
挙 し て も ら っ た 。 以 下 に 各 質 問 へ の 回 答 の 集 計 を 示 す 。 回 答 数 は 、 参 加 者 全 員 と 当 日
欠 席 の 1 名 を あ わ せ て 13 名 で 、あ っ た 。 ( 質 問 票 は 、 巻 末 の 資 料 5 を 参 照 )
ロ シ ナ リ オ は 全 体 に わ か り や す か っ た で す か 。 次 の 中 か ら あ て は ま る も の の 番 号 に ひ と つ だ
け O を し て く だ さ い 。
観 光 環 境 酪 農 温 暖 化
1  わ か り や す い 7  5  4  
4  
2 ど ち ら か と い え ば わ か り や す い 4  5  6  4  
3 ど ち ら と も い え な い 2  
2  
4 ど ち ら か と い え ば 、 わ か り に く い
。
2  2  
5 わ か り に く い o  o  O  
。
合 計 13 13 
12 12 
口 4 つ の シ ナ リ オ に つ い て 、 朱 鞠 内 湖 の 将 来 に と っ て 良 い と 思 う 順 に 、 1 - 4 番 固 ま で 順 位 を
つ け て く だ さ い 。
1 番 2 番 3 番 4 番
dE』コ吾昌 t
観 光 シ ナ リ オ 3  
。
7  1  
環 境 学 習 シ ナ リ オ
6  3  
1  
酪 農 ・ 農 業 シ ナ リ オ
2  
。
7  2  1  
温 暖 化 対 策 シ ナ リ オ 2  5  3  
1  




















観光 環境 酪農 温暖化
1非常に深まった 3 3 
2やや深まった 9 8 10 1 
3深まらなかった O 。
合計 12 12 12 12 






4 その他 0 
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( 3 ) 会 議 後 ア ン ケ ー ト
会 議 後 の ア ン ケ ー ト で は 、 ① 投 票 に よ っ て 採 択 さ れ た 「 朱 鞠 内 湖 と 森 の 10 の 将 来 像 」
に つ い て の 意 見 、 ② 会 議 に お け る 専 門 家 の 説 明 に つ い て の 意 見 、 ③ 会 議 へ の 満 足 度 、
を 主 に た ず ね た ( 巻 末 の 資 料 7 ) 。 ① に つ い て は 、 rl O の 将 来 像 に 満 足 し て い る か 」 と
い う 質 問 に は 12 名 全 員 が 、 r10 の 将 来 像 は 納 得 で き る も の だ 、 っ た か 」 と い う 質 問 に は
11 名 が 、 肯 定 的 に 回 答 し た 。 ② に つ い て は 、 「 専 門 家 の 説 明 は わ か り や す か っ た で 、 す
か j と い う 質 問 に は 10 名 が 、 「 専 門 家 の 説 明 は 望 ま し い 将 来 像 を 考 え る の に 役 立 ち ま
し た か J に は 11 名 が 肯 定 的 に 回 答 し た 。 た だ し 、 10 の 将 来 像 へ の 投 票 の 決 め 手 と し
て 「 専 門 家 の 説 明 J を 挙 げ た の は l 名 だ け だ 、っ た cr参 加 者 同 士 の 話 し 合 し リ が 10 名、
「 自 分 自 身 の 信 念 」 が 9 名 ; 複 数 回 答 可 ) 。 ま た 、 「 専 門 家 と 対 話 す る 時 間 は 十 分 で し
た か J に は 9 名 が 否 定 的 な 回 答 だ 、っ た 。 ③ に つ い て は 、 「 住 民 会 議 の 運 営 ・ 進 行 に 満 足
し て い る か 」 と い う 質 問 に 対 し て 、 12 名 全 員 が 肯 定 的 に 回 答 し た 。 以 下 に 回 答 の 集 計
を 示 す 。
1. 投 票 に よ っ て 採 択 さ れ た 「 朱 鞠 肉 湖 と 森 の 10 の 将 来 像 」 に つ い て お た ず ね し ま す 。
( 1 ) こ の 「 将 来 像 」 に 満 足 し て い ま す か 。 つ ぎ の 中 か ら 、 あ て は ま る も の の 番 号 に ひ と つ だ け O
を つ け て く だ さ い 。
1 満 足 4  
2 ど ち ら か と い え ば 満 足 8  
3 ど ち ら と も い え な い 0  
4 ど ち ら か と い え ば 不 満 0  
5 不 満 o  
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(2) こ の 「 将 来 像 」 は 納 得 で 、 き る も の で し た か 。 つ ぎ の 中 か ら 、 あ て は ま る も の の 番 号 に ひ と つ
だ け O を つ け て く だ さ い 。
1 納 得 で き る 5  
2 ど ち ら か と い え ば 納 得 で き る 6  
3 ど ち ら と も い え な い O  
4 ど ち ら か と い え ば 納 得 で き な い
5 納 得 で き な い 0  
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2 どちらかといえば十分だった O 
3どちらともいえない
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6. で は 、 普 段 の 生 活 の な か で 、 あ な た は 環 境 に つ い て の 知 識 や 情 報 を 、 ど の よ う な と こ ろ か ら
得 て い ま す か 。 つ ぎ の 中 か ら 、 あ て は ま る も の の 番 号 に い く つ で も O を つ け て く だ さ い 。
1  本 ・ 雑 誌 ・ 新 聞 11 
2 テ レ ビ ・ ラ ジ オ
5  
3 イ ン タ ー ネ ッ ト 9  
4 シ ン ポ ジ ウ ム ・ 講 演 会 3  
5 ま わ り の 人 か ら の 口 コ ミ
4  
6 国 や 地 方 自 治 体 の 広 報 2  
7 学 校 教 育 o  
8 地 域 ・ 職 場 で の 活 動 7  
9 そ の 他
。
7. ( 1 ) 本 日 の 住 民 会 議 の 運 営 ・ 進 行 な ど に つ い て 、 満 足 さ れ た で し ょ う か 。
つ ぎ の 中 か ら 、 あ て は ま る も の の 番 号 に ひ と つ だ け O を つ け て く だ さ い 。
1 満 足
5  
2 ど ち ら か と い え ば 満 足 7  
3 ど ち ら と も い え な い O  
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ア ン ケ ー ト の 最 後 に 、 会 議 へ の 意 見 や 参 加 し た 感 想 を 自 由 に 記 し て も ら っ た 。 具 体
的 に は 、 次 の よ う な 意 見 ・ 感 想 が 得 ら れ た 。
- か な り ハ ー ド ル が 高 そ う で す が 、 な が め て ば か り で は 何 も 進 ま な い と 思 い ま す 。 小 さ
な こ と で も 出 来 る こ と か ら 手 が け よ う と 思 い ま す 。
- こ の 住 民 会 議 を 機 会 に 、 幌 加 内 町 が も っ と 発 展 し て い け れ ば 、 い い と 思 う 。 幌 加 内 町
に 住 む 若 い 人 た ち に も 、 こ れ か ら ど う し た い の か 、 ど う し て い け ば い い の か と い う こ と
を 考 え る 場 を 作 る こ と が 必 要 だ と 思 う 。 す ご く イ ン パ ク 卜 の あ る ( 特 徴 的 な ) 結 果 が で
て よ か っ た と 思 う 。
- 朱 鞠 内 湖 周 辺 に 関 し て 、 知 ら な か っ た 事 が 判 っ た り し て 有 意 義 で し た 。 数 値 化 す る こ
と の む ず か し さ を 再 確 認 し ま し た 。 大 胆 な 発 想 が 必 要 と 感 じ ま し た 。
- 長 時 間 の 会 議 だ っ た が 、 思 っ た よ り も 時 間 が た り な か っ た 。 な か な か 興 昧 深 い 話 が き
け て 良 か っ た 。 面 白 か っ た 。 普 段 で き な い よ う な 貴 重 な 体 験 が で き た 。 幌 加 内 町 の 将 来
像 を 考 え て 行 く 時 の 参 考 に し た い 。
- 多 数 の 専 門 家 の 先 生 の お 話 が 聞 け た こ と 。 普 段 話 の で き な い 方 と 話 が 出 来 た こ と は 貴
重 な 時 間 で し た 。 ま た 、 朱 鞠 内 独 自 の 将 来 像 が 少 し で も 具 現 化 で き た ら 良 い な ぁ と 、 心
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5. 事 後 イ ン タ ビ 、 ユ ー 結 果
事 後 イ ン タ ビ ュ ー は 、 会 議 の 約 2 週 間 後 、 2 0 0 8 年 7 月 2 7 日 '"- 3 0 日 に 参 加 者 全 員 を
対 象 に 行 っ た 。 実 施 者 は 、 永 田 素 彦 、 大 川 智 船 、 土 屋 智 寛 で あ る 。 原 則 と し て 個 別 に
お こ な っ た が 、 複 数 の 参 加 者 に 同 時 に 行 っ た ケ ー ス も あ る 。 イ ン タ ピ 、 ュ ー で は 、 主 と
し て 、 会 議 の 各 段 階 に お い て 、 専 門 家 の 発 言 が 役 に 立 っ た か ど う か 、 役 に 立 っ た と す
れ ば 、 ど の よ う な 意 味 で 、 役 に 立 っ た の か を た ず ね た 。 そ の 際 、 会 議 の 様 子 を 思 い 出 し
て も ら う 手 が か り と し て 、 各 グ ル ー プ 別 会 議 の 議 事 録 、 会 議 中 の 参 加 者 に よ る 作 業 結
果 を 文 書 化 し た も の 、 会 議 中 ・会 議 後 の ア ン ケ ー ト 結 果 を 適 宜 提 示 し な が ら 質 問 し た 。
一 人 あ た り の イ ン タ ビ 、 ュ 一 所 用 時 間 は 、 4 0 分 程 度 で 、 あ っ た 。
以 下 、 イ ン タ ビ 、 ュ ー の 結 果 を 整 理 し 、 参 加 者 の 目 か ら 見 て 、 専 門 家 の 説 明 が 会 議 に
ど の よ う に 貢 献 し て い た の か を 考 察 し て い こ う 。
( 1  ) グ ル ー プ 別 会 議 ① に お け る 専 門 家 の 説 明 の 役 割
午 前 の 会 議 ① に つ い て は 、 「 シ ナ リ オ を 理 解 し た り 新 し い 意 見 を 出 す と き に 、 専 門 家
が 役 に 立 ち ま し た か 」 と い う 質 問 に 対 し て 、 ほ と ん ど の 参 加 者 が 肯 定 的 な 意 見 を 述 べ
て い た 。 そ の 内 容 は 2 つ の パ タ ー ン に 大 別 で き る 。 第 l は 、 専 門 家 の 説 明 が 、 シ ナ リ
オ の 施 策 が も た ら す 環 境 影 響 を 理 解 す る の に 役 立 つ た と す る パ タ ー ン で あ る 。 例 え ば 、
漁 協 の T さ ん は 、 「 僕 ら の 感 覚 で は ( 酪 農 地 の 面 積 や 牛 の 頭 数 が ) 倍 に な っ ち ゃ う と 、
か な り ( 湖 が ) 汚 れ る ん じ ゃ な い か な と 心 配 が あ っ た ん だ け ど 、 観 測 結 果 か ら は (そ
の よ う な 汚 染 の ) 心 配 は な い と ( 分 か つ た ) J と 述 べ て い る 。 同 様 に 、 演 習 林 の S さ ん
も 、 「 朱 鞠 内 ま で 、 い っ た ら 、 ( 水 質 汚 染 は ) 少 な く な る 、 と は 知 ら な か っ た で す ね 。 (影
響 あ る の は ) か な り 湖 の 北 の ほ う で 、 ( 湖 に は ) 影 響 は 出 な い と 聞 い て 、 な る ほ ど 、 と
思 い ま し た j と 述 べ て い る 。 こ こ で 言 及 さ れ て い る 湖 の 汚 染 の 予 測 は 、 応 答 予 測 モ デ
ル に よ る 予 測 結 果 を 、 専 門 家 が わ か り や す く 提 供 し た も の で あ る 。 こ の よ う な 、 専 門
家 に よ る 環 境 影 響 の 予 測 が シ ナ リ オ の 理 解 に 役 立 つ た と す る 意 見 は 、 7 名 の 参 加 者 が
述 べ て い た 。 こ の こ と は 、 自 然 科 学 の 知 見 を 提 供 す る も の と し て の 専 門 家 は 、 参 加 者
た ち が 環 境 の 特 徴 を 正 し く 理 解 す る の に 一 定 の 貢 献 を し て い る こ と を 示 し て い る 。
第 2 は 、 専 門 家 の 提 示 す る 数 字 や 、 そ の 数 字 の 根 拠 に つ い て の 説 明 が 、 シ ナ リ オ を
現 実 味 の あ る も の と し て 理 解 す る の に 役 立 つ た と す る パ タ ー ン で あ る 。 あ わ せ て 7 名
の 参 加 者 が こ う し た 趣 旨 の こ と を 述 べ て い る 。 例 え ば 、 漁 協 の T さ ん は 、 「 シ ナ リ オ の
中 で 、 ひ と つ ひ と つ 出 て く る 数 字 だ と か 、 施 策 に 根 拠 と な る 数 字 が あ る こ と が わ か っ
fこ 」 と 述 べ て い る 。 す な わ ち 、 4 つ の シ ナ リ オ が 、 具 体 的 な 情 報 を も と に 作 ら れ た 、
具 体 性 の あ る も の と し て 捉 え ら れ て い る 。 同 じ く 漁 協 の N さ ん は 、 r( 観 光 客 が 7 0 万 人
に 増 え る と い う シ ナ リ オ に 対 し て ) 鹿 追 町 ( 然 別 湖 ) が 、 ち ょ う ど 6 8 万 人 く ら い ( の
観 光 客 ) 。 す ご く 上 手 に き れ い に や っ て て 。 あ れ だ っ た ら 全 然 影 響 は な い な っ て い う 感
覚 で し た 」 と 述 べ て い る 。 こ の 発 話 は 、 具 体 的 な 数 値 を 提 示 す る こ と が 、 類 似 し た 他
の 事 例 を 喚 起 さ せ 、 そ の 事 例 を 媒 介 と し て シ ナ リ オ に 具 体 的 な イ メ ー ジ を 与 え て い る
こ と を 示 唆 し て い る 。
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役 立 つ て い る で し ょ う ね 。 ( 中 略 ) シ ナ リ オ を 引 用 し て 、 話 の 題 材 に し た こ と も あ っ た 」
と 述 べ て い る 。 あ る い は 、 町 役 場 の N さ ん は 、 「 イ メ ー ジ を ふ く ら ま せ る た め に ( 役 立
っ た )0  ( 午 前 の 話 で ) 酪 農 シ ナ リ オ の 評 判 悪 か っ た 。 午 後 に 酪 農 や 農 業 ( の 将 来 ビ ジ
ョ ン ) を か か な か っ た の は 、 午 前 中 の 話 し 合 い の 影 響 ( が あ っ た か も )J と 述 べ て い る 。
あ る い は T さ ん ( 主 婦 ) は 、 「 最 終 的 な 判 断 は 同 じ か も し れ な い け ど 、 至 る ま で に は ( 専
門 家 の 説 明 が ) あ る と な し で は 違 う と 思 う J と 述 べ て い る 。 こ の こ と は 、 午 前 中 の 会
議 に お け る 専 門 家 の 説 明 は 、 午 後 の 会 議 に 一 定 の 枠 組 み を 与 え る こ と に 貢 献 し て い た
こ と を 示 唆 し て い る 。
第 2 に 、 午 後 の 会 議 ② ③ で 、 そ も そ も 専 門 家 へ の 質 問 や 専 門 家 と の 対 話 が 少 な か っ
た 理 由 を 尋 ね た と こ ろ 、 ほ と ん ど の 参 加 者 が 時 間 不 足 を 挙 げ た 。 た と え ば 、 町 役 場 の
N さ ん は 、 r( ワ ー ク シ ョ ッ プ の ) 作 業 を こ な す の に 必 死 だ っ た 」 と 述 べ て い る 。 決 め
ら れ た 時 間 の 中 で は 専 門 家 の 説 明 を 詳 し く 受 け る こ と が で き な い と 感 じ て い た 参 加 者
も い た よ う だ 。 例 え ば 、 漁 協 の T さ ん は 、 r( 会 議 が 終 わ っ て か ら 身 近 な 専 門 家 に ) い
つ で も き け る J と 述 べ て い る 。 あ る い は 、 酪 農 の H さ ん は 、 r( 専 門 的 要 素 が 強 す ぎ て )
あ の 場 で 聞 く こ と で も な し 、 か な と ( 他 の 参 加 者 の こ と を 考 え て 遠 慮 、 し た ) J と 述 べ て い
る。
一 方 、 「 も し 、 十 分 な 時 間 が あ れ ば 、 専 門 家 に き い て み た か っ た こ と は あ っ た か 」 と
質 問 し た と こ ろ 、 ほ と ん ど の 参 加 者 が あ っ た と 答 え た 。 そ の 具 体 的 な 内 容 は 、 「 河 川 と
森 林 の 管 理 方 法 J 、 「 稚 魚 の 成 長 に と っ て 良 い 水 質 の 管 理 J、 「 遊 魚 の 管 理 方 法 」 、 「 林 業
経 営 J な ど 、 他 地 域 の 例 も 参 考 に し つ つ 具 体 的 な ノ ウ ハ ウ を 教 え て 欲 し い と い う 要 望 、
あ る い は 、 「 水 質 J、 「 魚 の 産 卵 J、 「 ラ イ セ ン ス 料 J、 「 湖 の 現 状 」 な ど の 詳 し い 説 明 や デ
ー タ 提 供 の 要 望 な ど で あ る 。 こ の こ と は 、 参 加 者 に は 、 専 門 家 の 説 明 へ の ニ ー ズ 、 が あ
っ た こ と を 示 し て い る 。
専 門 家 に 質 問 し な か っ た ( で き な か っ た ) 理 由 と し て 、 時 間 不 足 の 他 に も 様 々 な 回
答 が あ っ た 。 主 な も の と し て は 、 議 論 に 制 約 が な か っ た た め 、 話 が 具 体 的 に な ら ず 、
専 門 家 に 質 問 で き な か っ た と い う 意 見 が あ っ た 。 例 え ば 、 農 業 の I さ ん は 、 「 た だ 、 漠 然
と 聞 い て も ね 。 答 え る ほ う だ 、っ て 困 る だ ろ う し 。 わ れ わ れ 自 分 自 身 の 的 が 絞 れ て な い
わ け だ か ら 、 専 門 家 に 聞 こ う と か は ( な か な か な ら な い ) J と 述 べ 、 専 門 家 と 漫 然 と や
り 取 り を し て も 意 味 が な い と し て い る 。 同 じ く 農 業 の M さ ん は 「 も っ と 煮 詰 め て い っ
て 、 ( 将 来 像 を ) 実 現 ヴ ィ ジ ョ ン と し て 、 こ れ を 前 提 に し て ど う し て く っ て な っ た と き
に 、 す ご く 専 門 家 の 力 を お 借 り す る 場 面 が で て く る こ と に な る と 思 う 」 と 述 べ 、 具 体
的 な 行 動 プ ラ ン を 策 定 す る フ ェ ー ズ に な る と 専 門 家 の 力 を 借 り る 局 面 が 出 て く る だ ろ
う と し て い る 。
こ の よ う に 、 午 後 の 会 議 ② ③ で 専 門 家 と の 対 話 が 低 調 だ 、 っ た 理 由 は 、 時 間 的 な 制 約
が 強 か っ た こ と を 背 景 と し て 、 専 門 家 の 説 明 を 受 け る 十 分 な 時 間 が な か っ た こ と 、 議
論 の 自 由 度 が 高 す ぎ た た め に 具 体 的 な 質 問 を し ぼ れ な か っ た こ と に 求 め ら れ る 。 一 方
で 、 専 門 家 へ の ニ ー ズ は 、 潜 在 的 に は 確 か に 存 在 し て い た 。 そ し て 少 な く と も そ の 一
部 は 、 狭 義 の 専 門 的 知 識 の 提 供 へ の 期 待 で あ っ た 。 会 議 が 限 ら れ た 時 間 の 中 で 行 わ れ
ざ る を え な い 以 上 、 時 間 的 制 約 の 問 題 は 避 け ら れ な い が 、 話 し 合 い の 自 由 度 に 制 約 を
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6. 展 望 と 課 題
以 上 、 住 民 会 議 に お い て 、 専 門 家 の 説 明 は 、 参 加 者 た ち が 自 然 環 境 の 将 来 像 を 描 く
こ と に 対 し て 、 一 定 の 貢 献 を し て い た こ と が 示 唆 さ れ る 。 第 l に 、 専 門 家 の 説 明 は 、
シ ナ リ オ の 背 景 や シ ナ リ オ の 施 策 が も た ら す 環 境 影 響 に つ い て 理 解 を 深 め る こ と に 役
立 っ て い た 。 こ の 知 識 は 、 ヴ ィ ジ ョ ン 要 素 を 列 挙 す る 場 面 で も 、 直 接 的 で は な い に し
ろ 、 前 提 と し て 参 考 に さ れ て い た 。 こ の こ と は 、 専 門 家 の 説 明 が 、 環 境 の 将 来 を 議 論
す る 際 の 共 通 の 土 台 づ く り に 貢 献 し て い た こ と を 示 し て い る 。 つ ま り 、 専 門 家 は 、 環
境 影 響 や 環 境 の 性 質 に つ い て の 知 識 を 提 供 す る こ と に よ っ て 、 参 加 者 た ち の 議 論 に 現
実 的 な 枠 組 み を 与 え る こ と が で き る 。 た だ し 、 こ う し た 専 門 家 の 効 果 に は 留 意 す べ き
点 も あ っ た 。 一 点 は 、 こ う し た 効 果 は 、 専 門 家 か ら 参 加 者 へ の 一 方 的 な 知 識 の 提 供 に
よ っ て 成 り 立 つ の で 、 は な く 参 加 者 の 側 の 選 択 と あ い ま っ て 成 立 す る も の で あ る こ と 、
も う 一 点 は 、 専 門 家 に は 、 狭 義 の 専 門 家 と し て の 役 割 ・ 知 識 以 上 の も の が 求 め ら れ て
い た こ と 、 で あ る 。
第 2 に 、 将 来 ヴ ィ ジ ョ ン を 列 挙 し 集 約 す る フ ェ ー ズ 、 に お い て は 、 専 門 家 関 与 の 効 果
を 直 接 的 に 示 す こ と は で き な か っ た 。 し か し 、 イ ン タ ビ ュ ー の 結 果 は 、 こ の フ ェ ー ズ
に お い て も 、 専 門 家 が 効 果 を 持 つ 可 能 性 は 十 分 に あ る こ と を 示 し て い た 。
第 3 に 、 専 門 家 の 役 割 と し て 、 専 門 的 知 識 の 提 供 の ほ か に 、 会 議 の 場 そ の も の が 妥
当 な も の で あ る と い う 感 覚 を 与 え る 役 割 が あ る こ と が 示 唆 さ れ た 。
一 方 、 専 門 家 と し て の 専 門 家 、 す な わ ち 、 専 門 的 言 説 を 提 供 す る 者 と し て の 専 門 家
を 、 住 民 会 議 に よ り う ま く 活 用 し て い く た め に 、 今 後 さ ら に 検 討 し て い く べ き 点 も あ
る 。 以 下 、 3 点 述 べ る 。 第 l は 、 議 論 の 自 由 度 を ど う 設 定 す る か で あ る 。 一 般 に 、 将
来 像 を 描 く た め の 議 論 の 自 由 度 を 高 め る こ と と 、 専 門 家 が 専 門 性 を 発 揮 し て 将 来 像 の
策 定 に 貢 献 す る 度 合 を 高 め る こ と と は 、 ト レ ー ド オ フ の 関 係 に あ る 。 今 回 の 住 民 会 議
で は 、 将 来 像 の 描 出 は 、 4 つ の シ ナ リ オ を 基 に し て い る と は い え 、 専 ら 参 加 者 た ち の
自 由 な 議 論 に ゆ だ ね て い た 。 そ の た め 、 参 加 者 た ち に と っ て は 専 門 家 へ の 質 問 の 的 を
絞 り に く く 、 ま た 、 最 終 的 に 描 か れ た 将 来 像 も 専 門 的 言 説 の 貢 献 が 考 え に く い も の と
な っ た 。 一 方 、 専 門 性 を 十 分 に 発 揮 さ せ る た め に は 、 環 境 影 響 が 明 確 な 環 境 施 策 や 、
実 現 が ト レ ー ド オ フ 関 係 に あ る よ う な 複 数 の 将 来 像 に 議 論 の テ ー マ を 限 定 す れ ば よ い
が 、 そ れ で は 住 民 が 主 役 で あ る べ き 会 議 で 、 当 の 住 民 参 加 者 が 議 論 の 主 役 か ら 遠 ざ か
っ て し ま う 可 能 性 が 高 く な る 。 専 門 家 を 活 用 し た 住 民 会 議 を デ ザ イ ン す る 場 合 、 参 加
者 の 議 論 の 自 由 度 と 専 門 性 発 揮 の ト レ ー ド オ フ に つ い て よ く 考 え て お く 必 要 が あ る 。
第 2 は 、 専 門 家 の ス タ ン ス を ど う 設 定 す る か で あ る 。 専 門 家 の 議 論 に 対 す る 影 響 は 、
そ の 言 説 の 内 容 だ け で な く 、 専 門 家 の ス タ ン ス に よ っ て も 左 右 さ れ る 。 今 回 の 会 議 で
は 、 専 門 家 は 、 積 極 的 に 意 見 を 述 べ る こ と は せ ず 、 質 問 に 答 え る だ け の 第 三 者 と し て
会 議 に 参 加 し た 。 そ し て お そ ら く 、 だ か ら こ そ 、 専 門 家 の 発 言 は 参 加 者 に 信 頼 さ れ 、
議 論 の 枠 組 み づ く り に 貢 献 す る こ と が で き た が 、 一 方 、 午 後 の 話 し 合 い で は あ ま り 活
用 さ れ な か っ た 。 し か し 、 会 議 に お け る 住 民 の ス タ ン ス と し て は 、 よ り 積 極 的 に 提 言
を し て い く 選 択 肢 も あ り え る し 、 さ ら に 専 門 家 自 身 が 将 来 像 策 定 の 当 事 者 ( 参 加 者 )
と な る 可 能 性 も あ る 。 こ の よ う な ス タ ン ス を と っ た 場 合 、 専 門 家 が 会 議 に 与 え る イ ン
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